
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

自
動
運
行
装
置
を
使
用
し
て
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
は
、
運
転
者
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
が
一
部
異
な
る
こ
と
等
に
鑑

み
、
自
動
運
転
中
で
あ
る
こ
と
等
が
外
形
的
に
判
別
可
能
と
な
る
よ
う
な
、
自
動
運
転
車
の
外
観
表
示
の
要
否
や
在
り
方
等

に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
す
る
こ
と
。 

 

二 

自
動
運
行
装
置
を
使
用
し
て
自
動
車
を
運
転
す
る
者
が
許
容
さ
れ
る
運
転
操
作
以
外
の
行
為
の
判
断
の
基
準
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
明
確
化
し
た
上
で
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

三 

自
動
運
行
装
置
か
ら
運
転
者
本
人
に
よ
る
運
転
に
移
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
、
円
滑
に
運
転
操
作
を
引
き
継
ぐ
た

め
、
自
動
運
転
車
を
運
転
す
る
者
に
対
し
、
自
動
運
転
車
特
有
の
操
作
や
挙
動
に
お
け
る
留
意
点
等
に
つ
い
て
事
前
に
十
分

な
説
明
が
な
さ
れ
る
よ
う
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

四 

自
動
運
転
車
に
関
す
る
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
自
動
運
転
車
の
普
及
状
況
や
交
通
事
故
・
違
反
等
の
発
生
状
況
、
技

術
開
発
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 

平

成

三

十

一

年

四

月

十

一

日 

参
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委

員

会 


